
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：ボールで健康教室に参加したい！ 
① 入会申込書＋年会費 3,000円を塩釜ガス体育館窓口へ 

② 参加したいプログラム当日に体育館券売機で 

     参加費（1回会員 650円）の券を購入してください。 

例：エンジョイチャレンジ教室に参加したい！ 
① 入会申込書＋年会費 3,000円 

    ＋参加費（年間会員12,000円）を塩釜ガス体育館窓口へ 

② ２回目以降の参加費等は不要です。 

↓ 「スポーツソシオしおがま」プログラム紹介 ↓ 

教室名 対象者 曜日 時間 参加費 

エンジョイチャレンジ教室 小学 4~6 年生 金 17 時~18 時 15 分 
年間会員 12,000 円 

一  般 17,000 円 

セラバンドで筋力アップ 成人(18 歳以上) 金 10 時~11 時 30 分 １回会員 650 円/一般 850 円 

ボールで健康 成人(18 歳以上) 水 10 時～11 時 15 分 １回会員 650 円/一般 850 円 

からだ改善エクササイズ 成人(18 歳以上) 月 19 時 15 分～20 時 30 分 １回会員 650 円/一般 850 円 

ノルディックウォーキング 成人(18 歳以上) 木 10 時～11 時 30 分 １回会員 650 円/一般 850 円 

※その他にも、教室や事業の開催を予定しております。 

 

 
＜年会費について＞ 
 ・チラシについている入会申込用紙に必要事項をご記入の上、年会費を添えて 

  塩釜ガス体育館窓口に申請ください 

  ※年会費を納入後、各プログラムに会員価格で参加が出来ます。 

  （会員でない方は一般価格で各教室等に参加が出来ます） 

＜参加費について＞ 
 ・プログラムの参加費は年一括払いの教室（入会月から３月末までの受講料）と 

  １回ごとにお支払いいただく教室がございます 

 ・年一括払いの教室は入会時、年会費と一緒にお支払いください 

 ・１回ごとに支払う教室はその都度、体育館の券売機等で券を購入してください 

 

 

＜特典について＞ 
 ・「スポーツソシオしおがま」が開催する教室や講座/イベントの参加費を割引 

 ・その他特典がございます 

入会するにはどうしたらいいの？

令
和
五
年
六
月
、
満
を
持
し
て
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス
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ー
ツ

ソ
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オ
し
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が
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」
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た
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と

を
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
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「
み
ん
な
！
ず
っ
と
！
元
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！
し
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ま
！
」
を
合
い
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に
、
子
ど
も
か
ら

お
年
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ま
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、
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の
市
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
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を
通
し
て
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康
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テ
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づ
く
り
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、
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に
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今
回
は
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し
た
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ー
ツ
ラ
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を
目
指
す
「
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ー
ツ
ソ
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オ
し
お
が

ま
」
を
ク
ロ
ー
ズ
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ッ
プ
し
た
い
と
思

い
ま
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特定非営利活動法人 塩釜市体育協会  

スポーツソシオしおがま(塩釜ガス体育館内) 

〒985-0075  塩竈市今宮町 9 番 1 号 

TEL 022-362-2101 FAX 022-362-1099 

http://www.npo-shiogama-taikyo.or.jp 

〔受付時間〕月～金曜 9：00～18：00 （土日祝日除く） 

↓詳しいお問合せは↓  「Sosio」をシンボリックに親しみやすい表現。 

 笑顔をデザイン表現する事で「スポーツソシオしおがま」が作り出 

す楽しさや賑わいなどを表わしています。「i」を感嘆符にすることで 

インパクトを与え、「s」と「i」をつなぐ口の表現は「S：スポ―ソシ 

オしおがま」が「i：人々をイメージ」をつなぐ意味合いがあります。 

感嘆符の丸が六角形なのは塩の結晶で塩竈を表現。水色のカラーは 

塩竈の海や空、自然、遊び、スポーツを表わしてい 

ます。シンプルかつインパクトのあるデザインはＴ 

シャツなどのグッズ展開した際も楽しさが溢れます。 

総合型地域スポーツクラブ「スポーツソシオしおがま」誕生 
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地
域
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ー
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ラ
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業
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プログラムの各教室を 

ご覧ください 
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全ての選手・応援者に 盛大な賛辞を 
令和 5 年度 第 68 回塩竈市中学校総合体育大会 
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〇
ｍ
平
泳
ぎ 

◎
第
一
位 

浅
野 

里
帆 

(

ア
シ
ス
ト
多
賀
城) 

第
二
位 

佐
藤 

優
楽   (

第
二
中) 

第
三
位 

水
越 

友
萌
香 (

第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
自
由
形 

◎
第
一
位 

小
松 

い
ち
か (

玉
川
中) 

一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

◎
第
一
位 

堀
田 

杏
奈 

(

ア
シ
ス
ト
多
賀
城) 

◎
第
二
位 

柴
田 

花
里
菜 (

第
一
中) 

◎
第
三
位 

川
村 

理
紗   (

第
二
中) 

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

川
村 
理
紗   (

第
二
中) 

第
二
位 

佐
藤 
優
楽   (

第
二
中) 

第
三
位 

舘
森 

芽
衣   (

第
二
中) 

四
〇
〇
ｍ
自
由
形 

◎
第
一
位 

小
松 

い
ち
か (
玉
川
中) 

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

◎
第
一
位 

浅
野 

里
帆 

(

ア
シ
ス
ト
多
賀
城) 

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位 

水
越 

友
萌
香 (

第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

 

◎
第
一
位 

堀
田 

杏
奈 

 
 

 
 

 
 (

ア
シ
ス
ト
多
賀
城) 

〈
卓
球
・
男
子
〉 

◎
第
一
位 

鈴
木 

颯
汰   (

第
一
中) 

◎
第
二
位 

升
井 

雄
心   (

第
三
中) 

◎
第
三
位 

相
澤 

斗
真   (

第
一
中) 

◎     
  

武
石 

涼
雅   (

第
三
中) 

〈
卓
球
・
女
子
〉 

◎
第
一
位 

石
川 

悠
加   (

第
一
中) 

◎
第
二
位 

尾
崎 

千
紗   (

玉
川
中) 

◎
第
三
位 

奈
良
坂 

知
里 (

玉
川
中) 

◎     
  

齋
藤 

芙
実   (

第
三
中) 

〈
剣
道
・
男
子
〉 

◎
第
一
位 

名
川 

優
心   (

玉
川
中) 

◎
第
二
位 

坂
本 

陽
路   (

玉
川
中) 

〈
剣
道
・
女
子
〉 

◎
第
一
位 

阿
部 

莉
子   (

第
一
中) 

◎
第
二
位 

上
野 

ま
ど
か (

第
一
中) 

〈
水
泳
・
男
子
〉 

四×

一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

◎
第
一
位 

玉
川
中 

◎
第
二
位 

第
二
中 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

◎
第
一
位 

井
出 

楓
祈   (

玉
川
中) 

◎
第
二
位 

竹
内 

昴     (

第
二
中) 

◎
第
三
位 

鎌
田 

晴
輝   (

第
二
中) 

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

◎
第
一
位 
井
出 

楓
祈   (

玉
川
中) 

◎
第
二
位 
猪
又 

慶
亮   (

玉
川
中) 

第
三
位 

半
澤 
拓     (

第
二
中) 

二
〇
〇
ｍ
自
由
形  

◎
第
一
位 

髙
山 

昇
大   (
玉
川
中) 

◎
第
二
位 

竹
内 

昴     (
第
二
中) 

中学校部活の集大成である、中総体が６・７月に開催されました。 

今回は第三位までを掲載いたします。 

◎→県大会出場 

太字→新記録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で子どもを育てる 特色ある活動 
＜わくわく遊び隊 活動紹介＞ 

みんなの願い天まで届け 

今
年
、
西
部
三
校
（
月
見
ヶ
丘
小
・
玉
川

小
・
玉
川
中
）
で
学
校
と
地
域
の
連
携
に
よ

る
七
夕
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

各
学
校
で
飾
り
付
け
を
し
、
展
示
し
た
後
、

ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
の
玄
関
前
に
展
示
す

る
と
い
う
こ
の
企
画
。
ミ
モ
ザ
の
会
（
赤
坂

中
央
町
内
会
）
が
主
軸
と
な
り
、
塩
釜
市
サ

ッ
カ
ー
協
会
や
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
ソ
シ
オ
し
お
が
ま
な
ど
が
協

力
し
開
催
に
至
り
ま
し
た
。 

今
回
、
玉
川
小
学
校
の
飾
り
つ
け
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
吹

き
流
し
や
網
飾
り
が
事
前
に
作
ら
れ
て
お
り 

＜２０２３ 七夕 夢プロジェクト＞ 

令
和
五
年
七
月
一
日
～
七
月
八
日
に
「
第
七
十
六

回
鹽
竈
神
社
奉
納
学
童
野
球
大
会
兼
第
十
八
回
Ｊ

Ａ
仙
台
優
勝
旗
争
奪
Ｊ
Ａ
共
済
少
年
野
球
大
会
兼

第
五
十
二
回
宮
城
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
」
が
清
水

沢
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
新
浜
町
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
野
球
を
愛
す
る
子
ど
も
達
、
全
十
五
チ 

四
月
か
ら
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
桂
島

晃
で
す
。 

六
年
前
に
塩
竈
市
立
第
一
中

学
校
に
お
世
話
に
な
り
、
定
年
退

職
後
は
五
年
間
宮
城
教
育
大
学

で
特
任
教
授
と
し
て
教
員
を
目
指

す
学
生
を
指
導
し
て
お
り
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
再
び
塩
竈
で
仕
事

が
出
来
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

先
日
、
塩
竈
の
良
さ
を
再
発
見

し
た
い
と
思
い
、
体
育
協
会
副
会

長
の
今
野
吉
晃
さ
ん
か
ら
の
紹
介

で
、
花
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な

る
、
表
坂
の
神
輿
担
ぎ
を
拝
見
し 

度までの全国体力・運動能力調査の結果では、塩竈市の子どもたちの体

格は国や県を上回っているものの、体力・運動能力は下回る傾向にあり

ました。このことから、特に低下の著しい種目を明らかにし、高められ

るような運動を取り入れています。二つ目の目標は、放課後の安全・安

心な居場所づくりです。現在は共働き家庭が多いため、子どもたちが放

課後に安全な場所で安心して過ごすことができる受け皿が必要だと考

えて 

わくわく遊び隊は、各小学校の

運営委員会が運営主体となって

おり、運営委員会は、地域の方々

はじめＰＴＡ会員・旧会員の

方々、学校教員から成り立ってい

ます。地域と一体となって、社会

総がかりで子どもを育てる取り

組みは、全国的にもめずらしく、

塩竈市が誇る特色ある活動と捉 

白球を追って掴んだ優勝旗 

えています。活動中のけが・事故防止を最

優先として、コロナ感染防止対策等を講じ

つつ、安全を確保しながら活動していま

す。また、安心して活動ができるように、

人間関係づくりのプログラムを導入し、リ

ーダー経験や協力して物事を成し遂げる

経験をさせたいと考えています。 

ー
ム
が
深
紅
の
優
勝 

旗
を
手
に
入
れ
る
べ 

く
熱
戦
を
繰
り
広
げ 

ま
し
た
。 

幾
多
の
死
闘
の
末
、
頂
点
に
立
っ
た 

の
は
「←

利
府
館
山
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少 

年
団
」
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ
た 

の
は
「↗

オ
ー
ル
杉
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ 

少
年
団
」
で
し
た
。
こ
の
二
チ
ー
ム
は 

県
大
会
へ
と
進
み
、
各
支
部
の
代
表 

と
、
県
大
会
で
激
突
し
ま
す
。 

当
日
は
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
パ 

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
会
場
を
沸
か
せ
て 

く
だ
さ
い
。 

ま
し
た
。 

そ
の
迫
力
に
驚
嘆
す
る
と
共
に
、
我

を
忘
れ
て
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
大
声
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。
全
員
が
力
を
合

わ
せ
て
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
、

そ
う
い
う
風
土
が
塩
竈
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。  

私
も
微
力
な
が
ら
、
一
員
と
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

わくわく遊び隊の目的は、運動要素を取り入れたレクリエーション活動及び地域文化等の

学習活動を行い、放課後の子どもの安全・安心な居場所をつくることです。わくわく遊び隊

では二つの目標を掲げ子ども指導者及び指導支援員が共通理解し、指導・支援に当たってい

ます。一つ目の目標は、子供の体力及び運動能力の向上です。令和３年 

＜第 76 回鹽竈神社奉納学童野球大会 

兼第 18 回 JA 仙台優勝旗争奪 JA 共済少年野球大会 

兼第52回宮城県学童軟式野球大会＞ 

 

えています。 

皆様のご支援・ご協力に感謝するとともに、更に充実した活動となるよう努め 

てまいります。 
 

文責：わくわく遊び隊 統括コーディネーター 桂島晃 

 

＜指導講師について＞ 

・塩釜ＦＣ 

・アトム体操教室 

・塩竈市スポーツ推進員 

・塩釜市バスケットボール協会 

・塩釜市体育協会 

・（株）フクシ・エンタープライズ 

＜指導支援員について＞ 

・ＰＴＡ役員、会員ＯＢ・ＯＧ 

・町内会員 

・塩釜市野球協会 

・塩釜市バレーボール協会 

・塩釜市太極拳協会 

・子育て支援サークル 

スキー・波乗りと多彩な趣味を持つ桂島先生は野球で

も活躍。仙台六大学野球で、宮城教育大学が準優勝し

た時のキャプテンだったという経歴の持ち主なのです。 

短
冊
は
濡
れ
て
も
丈
夫
で
外
れ
に
く
い
優
れ
も
の
、

Ｅ
Ｖ
Ａ
ス
ポ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
採
用
と
の
こ
と
。 

 

皆
の
願
い
を
乗
せ
た
七
夕
飾
り
が
涼
や
か
に
、
た

な
び
く
様
は
、
通
り
を
彩
り
、
付
近
を
通
る
市
民
の

癒
や
し
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

左から 1枚目 2枚目：玉川小の飾りつけの様子/３枚目：エスプ塩竈玄関前 

↑わくわく遊び隊、運動の様子 

↑わくわく遊び隊、開講式の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
ざ
と
い
う
時
の
知
識
を
身
に
つ
け
る 

↑反復横跳び 

←ソフトボール投げ 

消
防/

消
火
訓
練
・
救
命
講
習
会 

塩
釜
に
も
梅
雨
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
六

月
、
市
内
小
学
校
で
は
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
、
塩
釜
市
体
育
協
会
は
測
定
の
支

援
に
行
き
ま
し
た
。
ど
の
小
学
校
で
も
、
先

生
以
外
の
大
人
が
い
る
と
い
う
、
い
つ
も
と

違
う
状
況
に
、
児
童
達
も
ソ
ワ
ソ
ワ
。
し
か

し
、
ひ
と
た
び
授
業
が
始
ま
れ
ば
、
集
中
す

る
素
直
な
児
童
達
で
し
た
。 

支
援
を
す
る
に
あ
た
り
、
心
掛
け
た
こ
と

は
、児
童
達
へ
積
極
的
に
声
が
け
す
る
こ
と
。

声
を
か
け
る
こ
と
で
、
緊
張
を
和
ら
げ
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
テ
ス
ト
に
挑
め
ま

す
。
ま
た
、
測
定
を
始
め
る
前
に
、
各
学
年

の
種
目
ご
と
の
昨
年
の
全
国
平
均
を
伝
え

て
、
そ
れ
を
目
指
そ
う
！
と
励
ま
す
こ
と
。 

「
ス
ー
プ
リ
ュ
ー
ム
ビ
ジ
ョ

ン
」
。
本
来
は
広
い
フ
ィ
ー
ル

ド
で
目
と
身
体
を
つ
か
い
、

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
マ
シ
ン

も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
珍

し
い
ゲ
ー
ム
の
延
長
線
。
人

だ
か
り
が
、
途
切
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
全
部
遊

ん
だ
！
」「
屋
内
で
色
ん
な
種

目
で
遊
べ
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
で
す
」「
前
回
、
来

た
と
き
に
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
を

し
て
、
ジ
ム
に
通
お
う
か
悩

ん
で
ま
す
」
と
い
っ
た
声
や

「
せ
っ
か
く
色
ん
な
所
か
ら

人
が
来
て
る
か
ら
、
来
た
人

た
ち
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

勝
負
す
る
み
た
い
な
の
が
あ

る
と
交
流
が
深
ま
る
か
も
」

と
い
う
、
参
考
に
な
る
コ
メ

ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
百
十
七
名
と
、
た

く
さ
ん
の
方
が
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
次
回
も
楽
し
い
遊
び

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

去
る
令
和
五
年
六
月
二
十
日
、

塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル
に
て
職
員

に
よ
る
避
難
訓
練
と
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
は

塩
釜
消
防
署
の
協
力
の
も
と
軽

運
動
場
に
て
救
命
救
急
講
習
会

も
実
施
し
ま
し
た
。 

消
火
訓
練
で
は
水
消
火
器
を

使
っ
て
、
初
期
消
火
の
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。 

一
、
消
火
器
を
障
害
物
に
あ
た
ら

な
い
よ
う
に
火
元
近
く
へ
運
ぶ
。 

二
、
黄
色
の
安
全
ピ
ン
を
外
す
。 

去
る
令
和
五
年
六
月
二
十
四

日
、
塩
釜
ガ
ス
体
育
館
の
第
一
競

技
場
に
て
「
家
族
み
ん
な
で
ス
ポ

ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
九
時
開
始
と
共
に
、
参
加
者

は
続
々
と
競
技
場
へ
。
用
意
さ
れ

て
い
た
た
く
さ
ん
の
種
目
で
思

い
思
い
に
遊
び
始
め
ま
し
た
。 

行
列
が
で
き
て
い
る
の
は
、
も

ち
ろ
ん
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
。
卓
球
も

人
気
で
、
追
加
の
台
を
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
の
盛
況
っ

ぷ
り
。
地
味
に
楽
し
い
の
が
ロ
ー

プ
で
壁
を
登
る
遊
び
。
出
来
な
い

時
は
ス
タ
ッ
フ
が
優
し
く
補
助

し
て
く
れ
る
の
で
子
ど
も
達
も

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

様
子
が
窺
え
ま
し
た
。 

前
回
よ
り
も
目
を
引
い
た
の
は 
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ラ
イ
ズ
の 

編集・発行 

特定非営利活動法人 塩釜市体育協会 

塩竈市温水プール(ユープル)内 

住所 〒985‐0006  

宮城県塩竈市字杉の入裏 39-173 

電話 022-363-4501 FAX 022-366-0281 

E-MAIL pool@npo-shiogama-taikyo.or.jp 

難
し
く
て
も 

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

よ
く
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
「
観
客
が
い
る
方
が

良
い
結
果
が
出
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
注
目
さ
れ

る
こ
と
で
子
ど
も
達
に
も
良
い
刺
激
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

児
童
が
力
を
出
し
や
す
い
状
況
を
先
生
や
地
域

の
大
人
が
導
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

こ
の
試
み
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
行
く
よ
う
に
、

今
後
も
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三
、
ホ
ー
ス
を
外
し
ホ
ー
ス
の
先

端
を
持
っ
て
火
元
に
向
け
る
。 

四
、
レ
バ
ー
を
強
く
握
っ
て
、
火

の
根
元
を
狙
い
、
手
前
か
ら
ほ
う

き
で
履
く
よ
う
に
放
射
。 

※
炎
が
背
丈
を
超
え
る
ま
で
が

初
期
消
火
の
範
囲
で
あ
り
、
超
え

て
し
ま
っ
た
ら
安
全
を
守
り
避

難
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
午
後
に
行
っ
た
救
命
救

急
講
習
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
変
わ
っ
た
救
命
の
仕
方
や
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
さ
ら
に
応
急 

手
当
も
教
わ
り
、
い
ざ 

と
い
う
時
の
知
識
を 

身
に
つ
け
ま
し
た
。 

 

運
動
が
得
意
な 

子
も
、
そ
う
で
な 

い
子
も
目
標
を
持 

た
せ
て
励
ま
す
と
、 

目
に
力
が
宿
り
、 

そ
の
結
果
が
ど
う 

で
あ
れ
、
そ
れ
に 

向
け
て
自
分
は
頑 

張
っ
た
ん
だ
と
自 

信
が
つ
く
の
で
す
。 

 

最
後
に
行
っ
た 

玉
川
小
で
は
測
定
前
に
地
域
と

学
校
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
や
研

修
会
を
行
い
、
児
童
た
ち
に
も

動
き
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
を
伝

え
本
番
に
挑
み
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

皆
さ
ん
は
今
年
の
夏
を
ど
う
お

過
ご
し
で
す
か
？
中
総
体
で
は
暑

さ
の
中
で
も
感
染
対
策
を
守
り
な

が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
試
合
に
挑

み
、
応
援
す
る
子
ど
も
達
を
み
て

「
こ
り
ゃ
、
中
学
生
を
見
習
わ
な

い
と
い
か
ん
の
ぅ
」
と
マ
ス
ク
に

対
し
て
不
平
不
満
を
言
っ
て
い
る

我
が
身
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。 

 

感
染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
熱
中
症
に
も
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
て
運
動
し
て
下
さ
い
ね
。 

Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｙ 

Twitter はこちら↓ 
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